
薬事日報　薬学生新聞

　前回、生と死を考えるこ
とが「自分の人生観」につ
ながるとお伝えしました。
学生さんの中には、「死を
考えるなんて怖い」「なる
べく考えないようにしてい
る」という方もいらっしゃ
るでしょう。おそらく多く
の日本人はそうなのではな
いかと思っています。
　ある地方新聞社の意識調
査では、自分や家族の死を
考えたり話したりすること
に心理的抵抗感があると回
答した人は、20 ～30代で
はほぼ半数、65歳以上で
は30％強だったそうです。
同じ調査で20 ～30代では

「死について深く考えた経
験がない」と回答した割合

は32%でした。
　日本人が死の話題をタブー視する
ことについては、以前から社会学者
らの多くの考察がありますし、日本
では数字の「４」を不吉だと捉えま
す。一方、最近は自分で人生の仕舞
いを準備する“終活”を積極的に行う
中高年も増え、この調査でも65歳
以上だと約半数が「終活をしている」
と答えていました。
　さて、皆さんは「人生会議」のこ
とはご存知でしょうか。生と死に向
き合う現場にいる医師たちが、人生

の最後に受けたい医療やケアを事前
に家族や医師と話し合っておく「ア
ドバンス・ケア・プランニング（別
称「人生会議」）」を啓発する活動を
始めています。
　国民医療費が膨張する原因の一つ
に、人生の最期に決して本人が望ま
ない医療サービスが過剰になされて
いることがありますが、ではどうし
たらいいのしょうか。知り合いの医
師は「人生の最期をどうしたいかは
患者と家族が事前に話し合ってほし
い。浸透させるにはまずタブー視の
払拭が必要」と言います。
　将来医療人になる皆さんも、生と
死について自分なりの考えを持つこ
とが、このような患者に向き合う大
事な心構えになるではないでしょう
か。そしてもう一つ、死を考えれば
考えるほど自分自身が、今まで以上
に生きることに一生懸命になれるの
ではないかと思うのですが、いかが
でしょうか。
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　昨年から経営統合に向け
た協議を開始していたマツ
モトキヨシホールディング
ス（ＨＤ）とココカラファ
インは、正式に経営統合す
る契約を締結した。2021

年10月１日の統合を目指す。新統
合会社に向け、ココカラファインが
発行する第三者割当増資をマツキヨ
ＨＤが引き受け、１株当たり6460
円で約20％の株式を取得。ココカ
ラファインはマツキヨＨＤの持分法
適用会社となる見込みだ。売上高１
兆円規模の巨大ドラッグストアがい
よいよ誕生することになった。 
　両社は、昨年から経営統合に向け
た協議を行ってきたが、今後の目指
す方向性が一致していることを確認
できたことに加え、仕入れ面をはじ
め想定以上の統合シナジーが見込め
ると判断し、正式に経営統合を決め
た。経営統合後３年目をメドに、両
社で数百億円規模の収益改善効果を

見込む。また、経営統合の一環とし
て、両社が資本提携することも発表。
ココカラファインが発行する第三者
割当増資をマツキヨＨＤが引き受
け、ココカラファインはマツキヨＨ
Ｄの持分法適用会社になる予定だ。
統合新会社の代表者には、マツキヨ
ＨＤの松本清雄社長が就任する方向
で調整している。 
　両社の統合により、売上高は１兆
円規模、店舗数は3000店を超え、
いずれも業界トップとなる。調剤事
業でも売上高は1000億円、拠点数
も約600拠点となり、ドラッグスト
ア業界で圧倒的なプレゼンスを獲得
する。 
　今後、経営統合によって国内ドラ
ッグストア業界の競争に勝ち残り、
将来的には「美と健康」領域のアジ
アナンバーワンを目指していく考え
だ。さらにドラッグストアとしての
社会的使命も意識し、地域包括ケア
システムの構築も推進していく。

　厚生労働省は、昨年7月の調剤医
療費（電算処理分）の動向を公表し
た。それによると、調剤費は前年同
期比8.0％増の6611億円、処方箋１
枚当たりの調剤医療費は2.6％増の
9077円となった。後発品の数量シ
ェアは78.4％と引き続き伸長した。
　調剤医療費の内訳を見ると、技術
料が6.7％増の1689億円、薬剤料が
8.5％増の4910億円となった。薬剤
料のうち、後発品薬剤料は16.4％
増の965億円だった。 
　薬剤料の多くを占める内服薬の処

方箋１枚当たり薬剤料は、2.9％増
の5470円、処方箋１枚当たりの薬
剤種類数は2.74種類、投薬日数は
25日、１種類数１日当たり薬剤料
は80円となった。 
　薬剤料の多くを占める内服薬は、
307億円増の3984億円。薬効分類
別で総額が最も高かった循環器官用
薬は36億円増の738億円となった。
伸び幅が最も高かったのは腫瘍用薬
の75億円で、総額は364億円とな
った。
　処方箋１枚当たりの調剤医療費を

都道府県別に見ると、最も高かった
のは高知県の1万0924円で、最も
低かったのは佐賀県の7806円だっ
た。伸び率が最も高かったのは香川
県の5.1％、最も低かったのは沖縄
県で増減はなかった。 
　後発品薬剤料から後発品の割合を
見たところ、数量ベースで78.4％、
薬剤料ベースでは19.7％となった。

全処方箋枚数のうち、後発品を調剤
した処方箋枚数の割合を示す後発品
調剤率は74.1％だった。 
　都道府県別の後発品数量ベース
は、沖縄県が87.4％と最も高かっ
た一方、徳島県が71.3％と最も低
かった。後発品調剤率についても沖
縄県が82.6％と最も高く、東京都
が69.4％と最も低かった。 
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厚労省 昨年7月の調剤費８％増
後発品シェア78.4％に伸長
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